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第 1 章 序論 

日常的な場面において、多くの人が傷つきを体験しうる。その傷つきはその人の気分や自尊

感情、および他者との関係にネガティブな影響を与えることがあると考えられる。傷つき体験

が長期間に心に残り、心理的に苦痛を与え、他者に対して不信感、孤独感を持ち、怒りや緊張

感、不安を生じやすく、抑うつ状態になる可能性があると考えられる。 

 青年期は自己価値を見つめる時期で、周囲の他者の評価から自分を認識する傾向がある。少

子化など社会問題の影響によって、敏感で脆弱性という特性があり、他者からのネガティブな

評価を受け入れられず、人間関係もうまくできない、他者に対して不信感があり、自尊感情が

低いという報告は少なくないと考えられる。現代青年の友人関係において、他者から低い評価

を受けない警戒心があり、他者からの評価に過敏で、お互いに傷つけないよう注意することで、

他者との関係にはお互いに一定の距離をおき、表面できて、親密的な関係になるのが困難であ

る。 

傷つきを持つ人は、他者からのネガティブな評価を受け入れず、不安や緊張を生じやすく、

適切な自己表現が困難となり、自尊感情が低くなり、自分の考えを相手に伝えることができず、

対人恐怖症や引きこもりなどの問題になり、心理的に不健康な状態にあるといえる。ほかに、

人間関係にも希薄になり、他者との良好な関係を構築することにネガティブな影響を与えると

考えられる。現代青年において、自尊感情の高さによる傷つき体験がその人の心理的健康にど

のように影響するかを検討する必要があると考えられる。 

本研究の目的では、青年期における日常的な対人場面での傷つき体験が、その後にネガティ

ブな感情（怒り、不安、抑うつ）やアサーション、自己開示に与える影響の程度を検討するこ

とで、傷つき体験が他者との関係にどのように影響を及ぼすかについて検討することを目的と

する。また、それらのネガティブな影響を低減するために、自尊感情による影響を検討する。 

 

第 2 章 方法 

 桜美林大学に在学する大学生（204名）を対象として、①過去 1カ月間の傷つき経験回数、

②鈴木・小塩（2002）による対人的傷つきやすさ尺度１因子 10項目、③浜崎（1999）が作成し

た健康な青年の持つ傷つきやすさ尺度の３因子 23 項目、④内田・上埜（2010）が作成した

Rosenberg自尊感情尺度日本版 1 因子 10項目、⑤内山（2020）が作成した自己表現尺度の３因

子 19 項目、⑥片山（1996）による自己開示の否定的効果尺度の３因子 13項目、⑦横山（2015）

が作成した気分状態を測定する尺度 POMS 2 日本版の 4因子 20項目について、Google Formを

用いたオンラインによる質問紙法調査を行った。有効回答 198 名（男性 31 名、女性 163 名、

その他 4名；平均年齢は 20.2歳、SD＝0.98）について、①を説明変数、②③をそれぞれ目的変

数として回帰分析を行うとともに、②③を外生変数、④を媒介変数、⑤⑥⑦をそれぞれ内生変

数としてパス解析を行った。 

 

第３章 結果 

 本研究の結果は以下の通りであった。 
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①過去１ヶ月間の傷つき回数は、対人的傷つきやすさに有意な正の影響を示していた（β=.19, 

R2=.03, p<.01）。傷つき体験の回数が多い人は、対人的関係で傷つき傾向が増大する可能性が

高いと考えられる。 

②対人的傷つきやすさは、「非主張的表現」、「攻撃的表現」に有意な正の影響を示していた。傷

つきのある人は、他者に対して自己を表現することができず、攻撃性が高い可能性があると考

えられる。 

③傷つきやすさは、「アサーティブ表現」（β=-.21, R2=.05, p<.05）に負の影響があり、「攻撃

的表現」に正の影響を示していた（β=.16, R2=.03, p<.05）。傷つきを体験しやすい人は、自

己表現ができず、他者に対して敵意を示しやすいと考えられる。 

④対人的傷つきやすさは、「対自的傷つき」（β=.37, R2=.24, p<.01）、「対他印象の低下」（β

=.26, R2=.22, p<.01）、「無効性」（β=.31, R2=.10, p<.01）に有意な正の影響を示していた。

対人的傷つきは自己に対して否定的でネガティブな行動をとる可能性が高いと考えられる。 

⑤自尊感情は、POMS 2 の「怒り―敵意」（β=.14, R2=.06, p<.05）、「緊張―不安」（β=.12, 

R2=.26, p<.05）のみに影響を示していた。自尊感情が高いと、怒り、敵意、緊張、不安を示し

やく、気分感情の否定的な側面があると考えられる。 

⑥対人的傷つきやすさは、「怒り−敵意」（β=.20, R2=.06, p<.01）、「抑うつ―落ち込み」（β

=.44, R2=.20, p<.01）、「緊張―不安」（β=.38, R2=.26, p<.01）に正の影響を示していた。傷

つきやすい人は、緊張や不安を感じやすく、自分自身を受け入れられない傾向があり、怒りや

敵意を示しやすく、他者との関係にネガティブな影響を与えるといえる。 

 

第 4 章 考察 

本研究の結果から、傷つきの回数が多いと、傷つきやすさが増す傾向が示された。また、

対人的傷つきやすさが高いと、アサーションについては非主張的な傾向となり、自己開示に

ついても否定的な傾向となることが示され、気分感情についても「怒り―敵意」、「抑うつ―

落ち込み」、「緊張―不安」がそれぞれ高くなることが示された。しかし、自尊感情について

は、対人的傷つきやすさ、アサーション（自己表現）、自己開示のいずれに対しても有意な影

響が認められず、すなわち当初仮説とした傷つきの緩和効果は認められなかった。その一方

で、自尊感情が高いと、怒りや敵意、緊張不安を示しやすい傾向が示された。この点につい

て、自尊感情が高いと、外界からのネガティブな評価を受け容れられない場合や自己愛的な

反応として、小さな出来事であっても傷つき体験となり、自己評価を維持するための防衛的

な反応を示したとも捉えられる。 

 以上より、他者との関係を改善するためには、日常生活において傷つきを体験しうる場面

を予測できること、またその場面を回避したり、受け容れる対処行動を行えるようになるこ

とが大切と考えられる。 
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